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(57)【要約】
【課題】加湿器から燃料電池スタックまでの系統を工夫
し、燃料電池スタックのガス入口でのガスと冷却水の温
度を均一にし、さらに、ガスの湿度を略１００パーセン
トに近づける固体高分子型燃料電池を提供する。
【解決手段】水素ガス及び酸素ガスの湿度を略１００パ
ーセントの状態で燃料電池スタックへ供給する加湿ガス
供給手段を備えると共に、前記水素ガス及び前記酸素ガ
スと冷却水の温度を均一の状態で前記燃料電池スタック
へ供給する均温化手段を備え、前記加湿ガス供給手段及
び前記均温化手段は、冷却水供給配管を前記燃料電池ス
タック内で分岐させて分岐配管２７とし、分岐配管２７
を前記燃料電池スタックのセパレータ２９の側端部を流
れるように設置し、分岐配管２７に前記水素ガス及び前
記酸素ガスがセル内部に流れ込む直前に水を吹き掛ける
水噴出孔３１を形成するようにした。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固体高分子電解質膜をアノード側電極とカソード側電極とで挟んでセルを形成し、前記
セルをセパレータを介して複数枚積層することで形成された燃料電池スタックと、
　前記燃料電池スタックを冷却する冷却水と、
　前記アノード側電極に供給される燃料ガスと、
　前記カソード側電極に供給される酸化剤ガスと、
　前記燃料ガス及び前記酸化剤ガスを前記冷却水により加湿する加湿器と、
　前記加湿器から前記燃料電池スタックへ加湿された前記燃料ガスを供給する燃料ガス供
給配管と、
　前記加湿器から前記燃料電池スタックへ加湿された前記酸化剤ガスを供給する酸化剤ガ
ス供給配管と、
　前記加湿器から前記燃料電池スタックへ前記冷却水を供給する冷却水供給配管と
を備える固体高分子型燃料電池において、
　前記燃料ガス及び前記酸化剤ガスの湿度を略１００パーセントの状態で前記燃料電池ス
タックへ供給する加湿ガス供給手段を備えると共に、前記燃料ガス及び前記酸化剤ガスと
前記冷却水の温度を均一の状態で前記燃料電池スタックへ供給する均温化手段を備え、
　前記加湿ガス供給手段及び前記均温化手段は、
　前記冷却水供給配管を前記燃料電池スタック内で分岐させて分岐配管とし、前記分岐配
管を前記セパレータの側端部を流れるように設置し、該分岐配管に前記燃料ガス及び前記
酸化剤ガスが前記セル内部に流れ込む直前に水を吹き掛ける水噴出孔を形成する
ことを特徴とする固体高分子型燃料電池。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、固体高分子型燃料電池に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、固体高分子電解質膜を挟んでアノード側電極とカソード側電極とを対向するよう
設置したセルをセパレータによって挟み込んで複数積層して構成された燃料電池スタック
を燃料電池の本体部分とする固体高分子型燃料電池が開発され、種々の用途に実用化され
つつある。
【０００３】
　固体高分子型燃料電池は、燃料ガスである水素を加湿器を通して燃料電池スタックのア
ノードに供給し、酸化剤ガスである酸素を加湿器を通して燃料電池スタックのカソードに
供給すると、それぞれの触媒層において電気化学反応が起こり、水素と酸素から水を生成
するとともに電気エネルギーが取出される。
【０００４】
　固体高分子型燃料電池は、固体高分子電解質膜での電気化学反応が最も効率的に行われ
る温度が存在するため、燃料電池スタック内に冷却水を供給することで固体高分子電解質
膜の電気化学反応に最適な温度を保つように構成されている。また、燃料電池スタック内
に供給される水素ガス及び酸素ガスについても、冷却水により固体高分子電解質膜の電気
化学反応に最適な温度に保たれる構成となっている。
【０００５】
　さらに、固体高分子型燃料電池は、固体高分子電解質膜の湿度を略１００パーセントと
することにより、膜の比抵抗が小さくなり電解質として機能することができる。このため
、固体高分子型燃料電池の発電効率を高く維持するためには、固体高分子電解質膜に十分
な水分を含ませることが必要であり、ガスを加湿器により加湿して供給配管を介して燃料
電池スタックへ供給することによって、固体高分子電解質膜に湿度が略１００パーセント
のガスを供給して、固体高分子電解質膜の電気化学反応に最適な湿度を保つ構成となって
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いる。
【０００６】
　従来、加湿器から燃料電池スタックまでの供給配管には、加湿ガス供給配管の外周に低
熱伝導性材料よりなる熱媒層を配し、さらにこの熱媒層の外周にヒータを巻きつけること
により加湿ガスの温度を一定に保つ構成が知られている。このような固体高分子型燃料電
池の一例が下記特許文献１に開示されている。
【０００７】
　また、上述のように供給配管を保温して、燃料電池スタックへ加湿ガスを供給する方式
の他に、給水路の内部に多孔質炭素焼結体により形成された管を設け、多孔質炭素焼結体
をガスが通過して水をバブリングすることで十分に加湿されるようにした供給配管により
直接燃料電池スタックへ加湿ガスを供給する構成も知られている。このような固体高分子
型燃料電池の一例が下記特許文献２に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０００－６７８９３号公報
【特許文献２】特許第３５５３２００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上記特許文献１に開示される固体高分子型燃料電池では、厳密には加湿
ガス供給配管の加熱及び保温は均一でなく、実際には低温部分と高温部分が存在するため
、低温部分で加湿ガスの水分の凝縮が生じたり、あるいは高温部分で凝縮した水が局所的
に突沸したりしているため、燃料電池スタックに達したガスと冷却水の温度差が均一にな
らず、さらに、湿度が略１００パーセントのガスを得られないという問題がある。
【００１０】
　また、上記特許文献２に開示される固体高分子型燃料電池では、給水路を流れる水は多
孔質炭素焼結体を介したガスが水をバブリングすることにより加湿しているが、多孔質の
物質においては高圧側から低圧側へと物質が移動するため、常にガス側を高圧の状態に加
圧する必要がある。このため、別途加圧装置を設けなければならず、このため装置構成が
複雑となり、コストが上昇してしまうという問題がある。
【００１１】
　これらのことから、本発明は、加湿器から燃料電池スタックまでの系統を工夫し、燃料
電池スタックのガス入口でのガスと冷却水の温度を均一にし、さらに、ガスの湿度を略１
００パーセントに近づける固体高分子型燃料電池を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記の課題を解決するための第１の発明（請求項１に対応）に係る固体高分子型燃料電
池は、
　固体高分子電解質膜をアノード側電極とカソード側電極とで挟んでセルを形成し、前記
セルをセパレータを介して複数枚積層することで形成された燃料電池スタックと、
　前記燃料電池スタックを冷却する冷却水と、
　前記アノード側電極に供給される燃料ガスと、
　前記カソード側電極に供給される酸化剤ガスと、
　前記燃料ガス及び前記酸化剤ガスを前記冷却水により加湿する加湿器と、
　前記加湿器から前記燃料電池スタックへ加湿された前記燃料ガスを供給する燃料ガス供
給配管と、
　前記加湿器から前記燃料電池スタックへ加湿された前記酸化剤ガスを供給する酸化剤ガ
ス供給配管と、
　前記加湿器から前記燃料電池スタックへ前記冷却水を供給する冷却水供給配管と
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を備える固体高分子型燃料電池において、
　前記燃料ガス及び前記酸化剤ガスの湿度を略１００パーセントの状態で前記燃料電池ス
タックへ供給する加湿ガス供給手段を備えると共に、前記燃料ガス及び前記酸化剤ガスと
前記冷却水の温度を均一の状態で前記燃料電池スタックへ供給する均温化手段を備え、
　前記加湿ガス供給手段及び前記均温化手段は、
　前記冷却水供給配管を前記燃料電池スタック内で分岐させて分岐配管とし、前記分岐配
管を前記セパレータの側端部を流れるように設置し、該分岐配管に前記燃料ガス及び前記
酸化剤ガスが前記セル内部に流れ込む直前に水を吹き掛ける水噴出孔を形成する
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　第１の発明によれば、固体高分子電解質膜をアノード側電極とカソード側電極とで挟ん
でセルを形成し、セルをセパレータを介して複数枚積層することで形成された燃料電池ス
タックと、燃料電池スタックを冷却する冷却水と、アノード側電極に供給される燃料ガス
と、カソード側電極に供給される酸化剤ガスと、燃料ガス及び酸化剤ガスを冷却水により
加湿する加湿器と、加湿器から燃料電池スタックへ加湿された燃料ガスを供給する燃料ガ
ス供給配管と、加湿器から燃料電池スタックへ加湿された酸化剤ガスを供給する酸化剤ガ
ス供給配管と、加湿器から燃料電池スタックへ冷却水を供給する冷却水供給配管とを備え
る固体高分子型燃料電池において、燃料ガス及び酸化剤ガスの湿度を略１００パーセント
の状態で燃料電池スタックへ供給する加湿ガス供給手段を備えることにより、固体高分子
電解質膜を常に湿度１００パーセントの最適な状態を維持することができるため、電気化
学反応の効率を最大限に高め、さらに製品寿命を長くすることができる。
　燃料ガス及び酸化剤ガスと冷却水の温度を均一の状態で燃料電池スタックへ供給する均
温化手段を備えることにより、固体高分子電解質膜を常に最適な温度に維持することがで
きるため、電気化学反応の効率を最大限に高め、さらに製品寿命を長くすることができる
。
　加湿ガス供給手段及び均温化手段は、冷却水供給配管を燃料電池スタック内で分岐させ
て分岐配管とし、分岐配管をセパレータの側端部を流れるように設置し、この分岐配管に
燃料ガス及び酸化剤ガスがセル内部に流れ込む直前に水を吹き掛ける水噴出孔を形成する
ことにより、燃料ガス及び酸化剤ガスへのより確実な加湿を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】参考例１に係る固定高分子型燃料電池の要部構成図である。
【図２】参考例１に係る加湿器と燃料電池スタックとの間のガス温度の変化を示した図で
ある。
【図３】参考例１に係る固定高分子型燃料電池のシステム構成図である。
【図４】参考例２に係る固定高分子型燃料電池の要部構成図である。
【図５】参考例２に係る複数の中空糸で形成したガス供給配管の断面図である。
【図６】参考例３に係る固定高分子型燃料電池の要部構成図である。
【図７】実施例１に係る固定高分子型燃料電池の要部構成図である。
【図８】実施例１に係る燃料電池スタックの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明に係る固定高分子型燃料電池の一参考例および一実施例について、図１から図８
を用いて説明する。図１は参考例１に係る固定高分子型燃料電池の要部構成図、図２は参
考例１に係る加湿器と燃料電池スタックとの間のガス温度の変化を示した図、図３は参考
例１に係る固定高分子型燃料電池のシステム構成図、図４は参考例２に係る固定高分子型
燃料電池の要部構成図、図５は参考例２に係る複数の中空糸で形成したガス供給配管の断
面図、図６は参考例３に係る固定高分子型燃料電池の要部構成図、図７は実施例１に係る
固定高分子型燃料電池の要部構成図、図８は実施例１に係る燃料電池スタックの斜視図で
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ある。
【００１６】
［参考例１］
　以下、本発明に係る固体高分子型燃料電池の第１の参考例について説明する。始めに、
本参考例に係る固体高分子型燃料電池のシステム構成について説明する。図３に本参考例
に係る固体高分子型燃料電池のシステム構成図を示す。図３に示すように、固体高分子型
燃料電池は、水素ガスを供給する水素ガス供給源１０と、酸素ガスを供給する酸素ガス供
給源１３と、冷却水を供給する冷却水供給源１１とを備えている。本参考例では水素ガス
と酸素ガスを用いたが、水素ガス以外の燃料ガスや酸素ガス以外の酸化剤ガスを用いるこ
とも可能である。
【００１７】
　水素ガス供給源１０から供給された水素ガスと、冷却水供給源１１から供給された冷却
水は、水素ガスを冷却水を用いて加湿する水素ガス加湿器１２へと供給される。また、酸
素ガス供給源１３から供給された酸素ガスと、冷却水供給源１１から供給された冷却水は
、酸素ガスを冷却水を用いて加湿する酸素ガス加湿器１４へと供給される。
【００１８】
　水素ガス加湿器１２で加湿された湿度が略１００パーセントの水素ガスは水素ガス供給
配管１５を通って、燃料電池スタック１８の内部に供給される。また、酸素ガス加湿器で
加湿された湿度が略１００パーセントの酸素ガスは酸素ガス供給配管１６を通って、燃料
電池スタック１８の内部に供給される。さらに、水素ガス加湿器１２と酸素ガス加湿器１
４で加湿に用いた冷却水は冷却水供給配管１７を通って、燃料電池スタック１８の内部に
供給される。なお、本参考例に係る燃料電池スタック１８は、従来から用いられているも
のと基本的に同様な構造であるため、ここでの燃料電池スタック１８についての詳細な構
造の説明は省略する。
【００１９】
　次に、本参考例に係る固体高分子型燃料電池の要部の構成について説明する。図１に本
参考例に係る固定高分子型燃料電池の要部構成図を示す。なお、水素ガス加湿器１２と燃
料電池スタック１８との間、及び、酸素ガス加湿器１４と燃料電池スタック１８との間の
構造は共通であるため、図１においては、水素ガス及び酸素ガスをガスとして、また、水
素ガス加湿器１２及び酸素ガス加湿器１４を加湿器１９として示した。
【００２０】
　図１に示すように、加湿器１９と燃料電池スタック１８との間に、加湿器１９で加湿し
た湿度が略１００パーセントの加湿ガスを燃料電池スタック１８の内部に供給するガス供
給配管２０を設置する。また、加湿器１９と燃料電池スタック１８との間に、加湿器１９
でガスを加湿するために用いた冷却水を燃料電池スタック１８の内部に供給する冷却水供
給配管１７を設置する。
【００２１】
　ガス供給配管２０には、加湿器１９直近の部分に加湿器１９から出た直後の加湿ガスを
加熱するヒータ２１を設置する。本参考例では、ヒータ２１にはテープヒータを用いたが
、これ以外の加熱手段を用いることも可能である。また、ヒータ２１には、任意に温度調
整ができるようにヒータ制御装置２２を設置する。
【００２２】
　図２に本参考例に係る加湿器と燃料電池スタックとの間のガス温度の変化を示した図を
示す。なお、図２には、例として冷却水の温度を６０℃とした際の状態を示した。図２に
Ａで示すように、加湿器１９（図１参照）の加湿ガス出口から出た直後の加湿ガスを加熱
する。この加熱は、ガス供給配管の全体にわたって加熱を行うのではなく、加湿器１９の
直近の部分に対して局所的に加熱を行う。このため、加熱したガスは飽和水蒸気量が増大
し、湿度が低下した状態となる。つまり、加湿ガスに含まれる水分が凝縮しにくい状態と
なる。
【００２３】
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　また、ガスの加熱は、加湿ガスが燃料電池スタック１８（図１参照）の加湿ガス入口に
達したときに、Ｂで示す冷却水と同じ温度になるよう設定する。すなわち、ガスが燃料電
池スタック１８に達したときに、ガスの温度と冷却水の温度とが同じ温度であって、ガス
の湿度が略１００パーセントとなるようにする。
【００２４】
　ヒータ２１の加熱温度については、燃料電池スタック１８に達したガスの温度の情報を
ヒータ制御装置２２にフィードバックして、燃料電池スタック１８に達したガスの温度が
目的とする温度（ここでは６０℃）になるようヒータ制御装置２２において自動で制御さ
せることも可能である。
【００２５】
　このように、ヒータ２１で加熱された加湿ガスは、飽和水蒸気量が増大するため、加湿
器１９で加湿された際に含んだ水分がガス供給配管２０内で一切凝縮することなく燃料電
池スタック１８の内部に達することができる。
【００２６】
　これに対して、従来のガス供給配管の保温方法では、例えば、Ｃで示す曲線のように配
管内で部分的に温度が低下して、再び温度が上昇する場合がある。このような場合、ガス
の温度は全体的に見ると略一定の温度に保温された状態になっているものの、温度が低下
した際に飽和水蒸気量が低下して水が凝縮してしまうため、燃料電池スタックのガス導入
部に達したときには、水とガスとが分離してガスの湿度が低下してしまっていることとな
る。
【００２７】
　以上のように、本参考例に係る固体高分子型燃料電池によれば、水素ガス供給配管１５
及び酸素ガス供給配管１６の加湿器１９直近の部分に、加湿器１９から出た直後の水素ガ
ス及び酸素ガスを加熱するヒータ２１を設置し、水素ガス及び酸素ガスが燃料電池スタッ
ク１８に達したときに、水素ガス及び酸素ガスと冷却水の温度が均一となるようヒータ２
１を制御することにより、水素ガス及び酸素ガスの湿度が略１００パーセントとなり、水
素ガス及び酸素ガスと冷却水の温度が均一となるので、電気化学反応の効率を最大限に高
め、さらに製品寿命を長くすることができる。
【００２８】
　また、燃料ガス供給配管及び酸化剤ガス供給配管内で水が凝縮することを防ぐことがで
きる。さらに、従来の燃料ガス供給配管及び酸化剤ガス供給配管の全体にわたってヒータ
を設置する構成に比べ、製造コストを低減することができる。
【００２９】
［参考例２］
　以下、本発明に係る固体高分子型燃料電池の第２の参考例について説明する。なお、本
参考例に係る固体高分子型燃料電池のシステム構成は、参考例１に係る固体高分子型燃料
電池のシステム構成と同様であるためここでの説明は省略する。
【００３０】
　本参考例に係る固体高分子型燃料電池の要部の構成について説明する。図４に本参考例
に係る固体高分子型燃料電池の要部構成図を示す。なお、水素ガス加湿器１２（図３参照
）と燃料電池スタック１８との間、及び、酸素ガス加湿器１４（図３参照）と燃料電池ス
タック１８との間の構造は共通であるため、図４においては、水素ガス及び酸素ガスをガ
スとして、また、水素ガス加湿器１２及び酸素ガス加湿器１４を加湿器１９として示した
。
【００３１】
　図４に示すように、加湿器１９と燃料電池スタック１８との間に、冷却水を供給する冷
却水供給配管１７を設置し、この冷却水供給配管１７の内部にガスを供給するガス供給配
管２０を設置する。すなわち、加湿器１９と燃料電池スタック１８との間の配管を冷却水
供給配管１７が外側の管を形成し、ガス供給配管２０が内側の管を形成する二重管とする
。本参考例では、冷却水供給配管１７の素材にステンレス鋼を、ガス供給配管２０の素材
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に非多孔質中空糸膜を用いた。ここで、非多孔質中空糸膜は、略水蒸気だけが透過するこ
とができる膜である。
【００３２】
　本参考例に係るガス供給配管２０は素材が非多孔質中空糸膜であるため、ガス供給配管
２０内のガスの圧力、及び、冷却水供給配管１７の冷却水の圧力に依存することなく、冷
却水供給配管１７内からガス供給配管内２０へ水蒸気が透過することが可能なため、ガス
の温度と冷却水の温度とを均一にしつつ、ガスの湿度を略１００パーセントの状態にする
ことができる。
【００３３】
　また、ガス供給配管２０を表面が非多孔質となっている多数の中空糸２３により形成す
ることも可能である。図５に本参考例に係る多数の中空糸２３により形成したガス供給配
管の断面図を示す。図５に示すように、冷却水供給配管１７の内部には、非多孔質の中空
糸２３が多数設置されている。このように、多数の中空糸２３によりガス供給配管２０を
形成することで、ガス供給配管２０の表面積を大きくし、図５に斜線で示す冷却水との接
触面積を大きくすることができるため、ガスを加湿する能力をより高めることができる。
【００３４】
　以上のように、本参考例に係る固体高分子型燃料電池によれば、冷却水供給配管１７の
内部に水素ガス供給配管１５を設置して二重管とし、冷却水供給配管１７の内部に酸素ガ
ス供給配管１６を設置して二重管として、水素ガス供給配管１５及び酸素ガス供給配管１
６を、非多孔質中空糸膜、又は、複数の非多孔質中空糸により形成することにより、水素
ガス及び酸素ガスの湿度が略１００パーセントとなり、水素ガス及び酸素ガスと冷却水の
温度が均一となるので、電気化学反応の効率を最大限に高め、さらに製品寿命を長くする
ことができる。また、従来の多孔質素材で二重管を形成した場合に比べ、加圧装置等を別
途設ける必要が無いため、製造コストを低減することができる。
【００３５】
［参考例３］
　以下、本発明に係る固体高分子型燃料電池の第３の参考例について説明する。なお、本
参考例に係る固体高分子型燃料電池のシステム構成は、参考例１に係る固体高分子型燃料
電池のシステム構成と同様であるためここでの説明は省略する。
【００３６】
　本参考例に係る固体高分子型燃料電池の要部の構成について説明する。図６に本参考例
に係る固体高分子型燃料電池の要部構成図を示す。なお、水素ガス加湿器１２（図３参照
）と燃料電池スタック１８との間、及び、酸素ガス加湿器１４（図３参照）と燃料電池ス
タックとの間の構造は共通であるため、図６においては、水素ガス及び酸素ガスをガスと
して、また、水素ガス加湿器１２及び酸素ガス加湿器１４を加湿器１９として示した。
【００３７】
　図６に示すように、加湿器１９と燃料電池スタック１８との間に、ガスを供給するガス
供給配管２０と冷却水を供給する冷却水供給配管１７を設置する。ガス供給配管２０は、
燃料電池スタック１８直近の部分にガス加湿室２４が形成されている。冷却水供給配管１
７の燃料電池スタック側の端部は、ガス加湿室２４の天井部を貫通してガス加湿室２４内
に突出している。この冷却水供給配管１７の端部には、冷却水を細かな霧状にして噴出す
るスプレーノズル２５が設置されている。ガス加湿室２４内の下部には、スプレーノズル
２５から噴霧された冷却水を再び液状にする気水分離器２６を設置する。
【００３８】
　加湿器１９から出てきた冷却水はスプレーノズル２５で霧状にされる。加湿器１９から
出てきたガスは霧状にされた冷却水が充満するガス加湿室２４内を通過して燃料電池スタ
ック１８の内部に達する。また、霧状にされた冷却水は気水分離器２６で再び液状に戻さ
れ、その後燃料電池スタック１８の内部に達する。このようにして、ガスの温度と冷却水
の温度とを均一にしつつ、ガスの湿度を略１００パーセントの状態にすることができる。
【００３９】
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　以上のように、本参考例に係る固体高分子型燃料電池によれば、水素ガス供給配管１５
及び酸素ガス供給配管１６の燃料電池スタック１８直近の部分に水素ガス及び酸素ガスを
加湿するガス加湿室２４を形成して、冷却水供給配管１７の先端をガス加湿室２４内に突
出させてこの先端に冷却水を霧状にして噴出するスプレーノズル２５を設置し、ガス加湿
室２４内下部に霧状になった冷却水を再び液状に戻して燃料電池スタック１８へ供給する
気水分離器２６を設置することにより、水素ガス及び酸素ガスの湿度が略１００パーセン
トとなり、水素ガス及び酸素ガスと冷却水の温度が均一となるので、電気化学反応の効率
を最大限に高め、さらに製品寿命を長くすることができる。また、水素ガス及び酸素ガス
への確実な加湿をシンプルな構造で実現することができるため、製造コストを低減するこ
とができる。
【実施例１】
【００４０】
　以下、本発明に係る固体高分子型燃料電池の第１の実施例について説明する。なお、本
実施例に係る固体高分子型燃料電池のシステム構成は、参考例１に係る固体高分子型燃料
電池のシステム構成と同様であるためここでの説明は省略する。
【００４１】
　本実施例に係る固体高分子型燃料電池の要部の構成について説明する。図７に本実施例
に係る固定高分子型燃料電池の要部構成図を示す。なお、水素ガス加湿器１２（図３参照
）と燃料電池スタック１８との間、及び、酸素ガス加湿器１４（図３参照）と燃料電池ス
タック１８との間の構造は共通であるため、図７においては、水素ガス及び酸素ガスをガ
スとして、また、水素ガス加湿器１２及び酸素ガス加湿器１４を加湿器１９として示した
。
【００４２】
　図７に示すように、加湿器１９と燃料電池スタック１８との間に、加湿器１９で加湿し
た湿度が略１００パーセントの加湿ガスを燃料電池スタック１８の内部に供給するガス供
給配管２０を設置する。また、加湿器１９と燃料電池スタック１８との間に、加湿器１９
でガスを加湿するために用いた冷却水を燃料電池スタック１８の内部に供給する冷却水供
給配管１７を設置する。本実施例では、冷却水供給配管１７は燃料電池スタック１８内部
で複数の管に分岐して分岐配管２７を形成している。
【００４３】
　図８に本実施例に係る燃料電池スタックの斜視図を示す。図８に示すように、燃料電池
スタックは、固体高分子電解質膜２８からなるセルをセパレータ２９を介して直列に複数
枚積層することにより形成されている。セパレータ２９には溝部３０が形成されており、
この溝部３０へ水素ガスと酸素ガスを異なる方向から導入している。なお、図８中では各
セパレータ２９の間に間隔があけられているが、実際には各セパレータ２９が隙間無く接
するように配置されている。また、水素ガスと酸素ガスの供給方向は逆であっても良い。
【００４４】
　本実施例では、冷却水供給配管１７を燃料電池スタック１８内で複数の配管に分岐させ
、分岐配管２７を各セパレータ２９の側端部を流れるように設置する。この分岐配管２７
には、セパレータ２９の溝部３０に対応した位置に水が噴出すよう水噴出孔３１が設けら
れている。この水噴出孔３１から噴出した水は、溝部３０へ流れ込む直前の水素ガス及び
酸素ガスに浴びせ掛けられる。このようにして、ガスの温度と冷却水の温度とを均一にし
つつ、ガスの湿度を略１００パーセントの状態にすることができる。
【００４５】
　以上のように、本実施例に係る固体高分子型燃料電池によれば、冷却水供給配管１７を
燃料電池スタック１８内で分岐させて分岐配管２７とし、分岐配管２７をセパレータ２９
の側端部を流れるように設置し、この分岐配管２７に水素ガス及び酸素ガスがセル内部に
流れ込む直前に水を吹き掛ける水噴出孔３１を形成することにより、水素ガス及び酸素ガ
スの湿度が略１００パーセントとなり、水素ガス及び酸素ガスと冷却水の温度が均一とな
るので、電気化学反応の効率を最大限に高め、さらに製品寿命を長くすることができる。
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【符号の説明】
【００４６】
　１０　水素ガス供給源
　１１　冷却水供給源
　１２　水素ガス加湿器
　１３　酸素ガス供給源
　１４　酸素ガス加湿器
　１５　水素ガス供給配管
　１６　酸素ガス供給配管
　１７　冷却水供給配管
　１８　燃料電池スタック
　１９　加湿器
　２０　ガス供給配管
　２１　ヒータ
　２２　ヒータ制御装置
　２３　中空糸
　２４　ガス加湿室
　２５　スプレーノズル
　２６　気水分離器
　２７　分岐配管
　２８　固体高分子電解質膜
　２９　セパレータ
　３０　溝部
　３１　水噴出孔
【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】

【図７】

【図８】
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